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 要  旨 
レーダは光学装置が適用困難な暗闇や濃煙，粉塵環境下での空間計測が可能であることから，
災害現場などで人間の代わりに活動する救助ロボットのための画像センサとして有用である．上
記用途として，非常に高い距離分解能を有する UWB(Ultra Wideband) パルスレーダが注目を集め
ている．同レーダを用いた高精度画像化技術として，合成開口処理法(SAR:Synthetic Aperture Radar) 
や SEABED(Shape Estimation Algorithm based on BST and Extraction of Directly scattered waves)法，



















布に基づく干渉抑圧法を導入する．2 次元および 3 次元問題において各手法の性能を数値計算に
より評価し，その有効性を示す． 
 
